
マークのある記事にスマホやタブレットを
かざすと動画が見られます!（見方はP8）ふるさとだよりの記事が動画で!!
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ふるさとたより
久之浜・大久、四倉、平、小名浜、勿来

動画の見方

①アプリを
ダウンロード

②アプリを立ち上げ、パンダマー
　クのある写真にスマホをかざす。
③自動的にスキャンが始まる。
④認識されたら、動画を再生。

※画像に光が反
射しないように
スキャンしてく
ださい !
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ふ
る
さ
とた

よ
り

空き家の実態調査　実施について

豊間獅子祭典
【宵祭り】
日時／8月26日(土) 19:00
【本祭り】
日時／8月27日(日) 10:00
場所／豊間諏訪神社境内

　市では、空き家の適正な維持管理や利活用に向
けた各種対策を講じるため、今年8月から平成31年
度までの3ヵ年にわたり、実態調査を実施します。
　調査は、市街化区域などの家屋が密集する地区
を優先して実施する予定。市から委託された調査員
が、近隣にお住まいの方々に、空き家と思われる住
宅や店舗などについての情報を伺うことがあります
ので、ご協力をお願いします。

◆対象
市内全域の空き家と思われる住宅や店舗など

◆内容
外観調査や写真撮影、所有者調査
※居住や使用の有無を確認するため、玄関先や呼
　び鈴の位置まで調査員が立ち入ることがあります。
※調査員は市発行の証明書を携帯しており、金銭の
　要求や物品の販売を行うことは一切ありません。

　また7月22日には、LATOV6階の産業創造館で、
空き家と住まいの相談会が行われました。相談会に
ついては、今後も定期的に開催される予定です。

【問い合わせ】
市住まい政策課　☎0246－22－1178

復興支援フォーラムの開催

お知らせ

江名獅子祭
【宵祭り】
日時／8月26日(土) 19:00
場所／江名諏訪神社・江名
　　　魚市場
【本祭り】
日時／8月27日(日) 8:00
場所／江名・折戸地区内

住まいと暮らしの再建
相談会

日時／9月24日(日)　　
　①10:00 
　②13:00
　③15:00 (各90分程度)
場所／市文化センター
定員／9組(各時間3組)

　

　江戸時代中期、幕府は外国船を監視するために、
沿岸の諸藩に遠見番所を設置させました。磐城平
藩も、現在の三崎公園がある高台に三崎遠見番所
を設けました。この設備は、設置した内藤家が延岡
に移った後に廃止されましたが、昭和3年5月、その
跡地に旧小名浜町が「綱取埼灯竿」を建てました。
26年に鉄筋コンクリート造りの「綱取灯台」に建て
替えられ、昭和30年から
現在の名称になりました。
　県内の灯台では、平
薄磯にある塩屋埼灯台
の次に古く、海面からの
高さは35ｍ、地上からの
高さは10ｍ。震災で生じ
た亀裂の復旧工事の間
も光を灯し続けて、沖合
いを行き来する漁船な
どを見守っています。

とうかん

ばんどころ

県内で2番目に古い番所灯台

Part.21なるほど！いわきの歴史コーナープチ講座

ふるさとPICK UP

 ふるさと伝言板

大河内さんによる薄磯団地の自
治会活動報告

さまざまな意見や課題が出され
たトークセッション

◆お申し込みは開催日の3日
　前まで。
【問い合わせ】市ふるさと再生課
　☎0246-22-7437

　7月19日、特定非営利活動法人みんぷくによる
復興支援フォーラムが、いわき産業創造館で開か
れました。
　第1部では、薄磯団地の大河内義男前自治会長
やみんぷく担当者による復興・災害公営住宅にお
ける自治会の活動報告。第2部では、本市、富岡・
大熊・双葉・浪江各町の社会福祉協議会職員を交
えてのトークセッションが行われました。発言者
からは、各団地における住民の交流活動の報告の
ほか、入居者の連携強化に向けた方策や、高齢の
方に対する配慮などの課題についても話し合われ
ました。

　７月15日、薄磯海水浴場で震災後
初の海開き式が行われました。市内

で

は勿来、四倉に次いで７年ぶりの再
開。式典に先立ち地元高校生約10

0名

によるフラが披露され、海開きに花
を添えました。写真は平沼ノ内の大

平さ

ん・岩下さん一家。「慣れ親しんだ
海は最高」と、とてもうれしそうで

した。

７
年
ぶ
り
に
戻
っ
た
夏
風
景

　
　
　
　
　
　
　
薄
磯
で
海
開
き
　

７
年
ぶ
り
に
戻
っ
た
夏
風
景

　
　
　
　
　
　
　
薄
磯
で
海
開
き
　

田之網三嶋神社例大祭田之網三嶋神社例大祭 今年もねぶたが練り歩く今年もねぶたが練り歩く 防犯球技大会開催！防犯球技大会開催！ 勿来海岸で「海フェス」勿来海岸で「海フェス」勿来

平

小名浜久之浜
大久

四倉

７年ぶりに戻った夏風景・薄磯で海開き７年ぶりに戻った夏風景・薄磯で海開き

太平洋を見下ろす岬に建ち、
航行の安全を守る番所灯台
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地域の良さを活かしたまちづくりを

HISANOHAMA
OHISA

地域とともに生きる

久之浜・大久

お
で
か
け
浜
魂
第
２
弾

第
20
回「
浜
魂
」in
久
之
浜

ハ
マ
コ
ン

　７月23日、石川町との「海
と山の交流会」が開かれま
した。久之浜漁港での漁船
の体験乗船や市アンモナイ
トセンターでの化石の体験
発掘が行われました。

　私たちが住む久之浜・大久は、海と山
の自然に恵まれた、伝統や文化のある地
域です。しかし、途絶えてしまった伝統
行事もあり、いつか復活させたいと地域
のみなさんと話し合いを進めております。
　今年、久之浜・大久地域づくり協議会
が創立20周年を迎え、節目の年に３代
目会長となりました。会員数の減少や高
齢化の問題もありますが、継続的にハマ
エンドウの植栽や保護を行い、新しい事
業も模索しながら、地域に貢献していき
たいと思います。

　
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
、

プ
レ
ゼ
ン
＆
ア
イ
デ
ア
出
し
イ

ベ
ン
ト「
浜
魂
」。昨
年
、市
と

連
携
し
、田
人
で
開
催
さ
れ
た

「
お
で
か
け
浜
魂
」の
第
２
弾

が
７
月
26
日
、浜
風
き
ら
ら
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は「
公
共
交
通
の
再

生
」「
人
を
育
て
る
ア
イ
デ
ア
」

「
さ
ん
ま
加
工
時
に
出
る
骨
な

ど
の
有
効
活
用
法
」「
地
元
久

之
浜
愛
を
育
む
た
め
の
方
策
」

に
つ
い
て
、４
名
の
登
壇
者
が

発
表
。そ
の
後
、小
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
ま
し
た
。

　
最
後
に
登
壇
者
か
ら「
最
初

の一歩
」の
宣
言
が
あ
り
、盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　7月16日、田之網三嶋神
社の例大祭が行われました。
家々からの「水祝儀」を受け
てびしょ濡れになりながら、
子どもたちの先導で神輿が
地区内を練り歩きました。

　７月22日、久之浜漁港で
長野県岡谷市の御諏訪太鼓
保存会、御諏訪太鼓連合会
と大久町の和太鼓疾風の３
団体合同で演奏が行われ、
勇壮な音が響き渡りました。

は や て

ハ
マ

　コ
ン

石川町との海と山の交流 天に響く和太鼓の調べ 夏到来を告げる例大祭

ピ

ク
ッ

ッ
ア

プ

久
之
浜
・
大
久

私たちのふるさとへの願い

「知ってもらうた
めに、伝えること
が大切」と震災語
り部の活動も行う
阿部さん

沿道の家々から受ける水祝儀３団体合同で行われた鎮魂演奏船上から海を体感した参加者

南町　阿部範
芳さん 久之浜道路愛護会 若松美星さん

ふ
る
さ
と
の

未
来
へ
向
け
て

４名の登壇者。左から遠藤諭さん、
井出拓馬さん、根本重和さん、渡
邉敬介さん

阿
部
忠
直
さ
ん

久
之
浜
・
大
久

地
域
づ
く
り
協
議
会

会
長
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YOTSUKURA

地域とともに生きる

四　倉

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で

意
見
交
換

　

　7月25日、四倉公民館で
夏休み子どもまつりが開か
れ、来場者はミニ縁日で金
魚すくいやヨーヨー釣りを楽
しみ、軽食コーナーでそうめ
んやスイカを味わいました。

　7月6日、四倉中の1年1組
の生徒25名と、四倉高の敷
地にある県立富岡支援学校
中学部・高等部の生徒10名
が、四倉海水浴場の駐車場
周辺で清掃活動をしました。

　四倉町商工会青年部は、来年で50周
年です。ここ数年の主な活動としては、
焼きソースカツ丼やサンマの蒲焼重など
の新しい名物づくりに取り組みました。
また、昨年に引き続き「四倉ねぶたとい
わきおどりの夕べ」に合わせ、児童向け
のねぷたづくり体験教室を開いたことは、
子どもたちが地域の伝統行事に関わる
きっかけづくりになりました。今後も若い
力と行動力で、従来の取り組みだけでな
く、新しいことにも挑戦して四倉に恩返
しをしていきたいと思います。

か
、四
倉
地
区
の
各
団
体
の
代

表
者
と
、市
長
と
関
係
部
長
と

が
懇
談
。市
道
上
仁
井
田
・
戸

田
線
の
道
路
拡
幅
、い
わ
き
四

倉
中
核
工
業
団
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
や
企
業
誘

致
、老
朽
化
し
た
小
・
中
学
校

の
改
築
や
統
廃
合
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
７
月
11
日
、平
成
29
年
度
四

倉
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

が
、四
倉
商
工
会
館
で
開
か
れ
、

約
１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　「
賑
わ
い
と
ふ
れ
あ
い
、
笑

顔
と
や
さ
し
さ
が
交
差
す
る

『
輝
く
未
来
に
向
け
て
復
興
す

る
四
倉
』を
め
ざ
し
て
」を
テ

ー
マ
に
、区
長
会
、商
工
会
ほ

若い力と行動力で四倉に恩返しを

　7月29日、「四倉ねぶたと
いわきおどりの夕べ」が行わ
れ、14チーム約1,000名の
踊り手が参加したほか、８基
のねぶたとねぷたが新町から
四ツ倉駅前まで巡行しました。

約1000名が「ドンワッセ！」 夏休み子どもまつり 清掃活動で交流深める

ピ

ク
ッ

ッ
ア

プ

四
倉

青年部のメンバ
ーと、ねぷた制
作に取り組む押
田さん（写真左）

約2ｋｍを踊り流した参加者 金魚すくいを楽しむ子どもたち 協力してごみ拾いをした生徒たち

生そば 松の月
　佐藤 光さん

ふ
る
さ
と
の

未
来
へ
向
け
て

市道の拡幅など四倉のまちづくり
について提案する代表者

私たちのふるさとへの願い

押
田
有
二
さ
ん

四
倉
町
商
工
会
青
年
部

部
長

四倉第一幼稚園 教職員のみなさん



　
　
　
　

　
地域への感謝イベントで地域をアピール

地域とともに生きる 薄
磯
で
宅
地
完
成
式

４

TAIRA平

　７月25日、今回で2回目に
なる豊間区の「田んぼの学
校」が行われ、参加した11名
の児童のほか、とーちゃんの
会、保護者、復興協議会メン
バーが草取りをしました。

　７月４日、今年から７年ぶ
りに再開される薄磯海水浴
場で日本ライフセービング
協会によるレスキューボード
やAEDの使用法などの講習
が行われました。

　生まれは三和町ですが、結婚を機に
薄磯に転居し、今年で25年になりました。
震災後、住民が流出していくなかで、復
興協議委員会や区の役員などを務めな
がら、何ができるかを考えてきました。
今年、薄磯で海開きを行うことになり、
海まち・とよま市民会議の承認を得て、
「海まち・とよまパークフェス」を企画。
仲間たちの協力と、地元企業からの多大
なる支援のおかげで、成功裏に終えるこ
とができました。これを機に、一人でも多
くの方が薄磯に戻って欲しいですね。

　
７
月
15
日
、薄
磯
地
区
の
海

岸
沿
い
に
新
設
さ
れ
た
薄
磯
交

流
多
目
的
広
場
で
、い
わ
き
都

市
計
画
事
業
、薄
磯
震
災
復
興

土
地
区
画
整
理
事
業
の
宅
地

完
成
式
が
、地
元
地
権
者
や
関

係
者
約
50
名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、関
係
者
ら
に
よ
る

く
す
玉
開
披
が
行
わ
れ
、地
権

者
代
表
の
鈴
木
永
雄
さ
ん
に
宅

地
引
渡
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
薄
磯
地
区
の
区
画
整
理
事

業
で
は
土
地
の
か
さ
上
げ
な
ど

を
行
い
、１
８
５
区
画
、宅
地
計

11
．８
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

　７月16日、豊間復興協議
会事務所で、豊間区が区画
整理後に整備を検討してい
る「中央集会所」について、
子育て世代や市内のNPOな
どと意見交換を行いました。

第2回田んぼの学校 まちづくりミーティング 海難事故ゼロへ

ピ

ク
ッ

ッ
ア

プ

平

とーちゃんの会が優しくサポート 活発に意見交換する参加者たち レスキューボードの講習

海水浴場監視員
　鈴木澄雄さん 豊間　渡辺さん一家

室
谷
和
範
さ
ん

海
ま
ち・と
よ
ま
パ
ー
ク
フ
ェス

実
行
委
員
長

ふ
る
さ
と
の

未
来
へ
向
け
て

宅地引渡書を受け取る鈴木さん

私たちのふるさとへの願い

スタッフ・ボ
ランティアの
協力もあり、
成功したパー
クフェス
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ONAHAMA

地域とともに生きる

小名浜

　

　7月16日、第37回防犯球
技大会が、江名小校庭で行
われました。市内の小学校
から6チームが参加し、フッ
トベースボールでの熱戦が
繰り広げられました。

　7月7日、市公営住宅永崎
団地集会所で、江名分遣所
長による防災講話が行われ
たほか、消火訓練やインター
ホンの非常ボタンの使用方
法について学びました。

　7月4日、小名浜二小の5
年生が、陶芸家の秤屋苑子
さんの指導で、陶板タイル作
りを行いました。自分の名前
や絵が描かれたタイルは、11
日に彩色が行われました。

　下神白第一区長になって8年になりま
す。震災直後は、給水や支援物資の配布、
道路の除染作業など、一刻も早い地区
の復興に向けて取り組みました。その年
の11月には、海星高と小名浜高、地域住
民が協力し合い「地域復興祭」を開催し、
復興への大きな一歩となりました。また、
平成25年5月には海星高生の協力で、
約40年ぶりに「担ぎ神輿」を復活させま
した。これからも、地域住民はもちろん、
復興公営住宅にお住まいの方 と々地域
交流会などを通じてコミュニケーション
を図り、地域に貢献していきたいです。

プ
の
見
方
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、７
月
４
日
に
は
第
２

回
が
行
わ
れ
、江
名
分
遣
所
長

に
よ
る
原
子
力
災
害
時
の
行

動
に
つ
い
て
の
講
話
や
、熊
本

大
学
生
命
資
源
研
究
・
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　「
地
域
と
共
に
創
る
放
射

線
・
防
災
教
育
推
進
事
業
」の

実
践
協
力
校
に
、市
内
で
唯
一

指
定
さ
れ
た
江
名
中
学
校
。

　
６
月
29
日
に「
第
１
回
防
災

学
習
会
」が
行
わ
れ
、
市
危
機

管
理
課
職
員
を
講
師
に
、防
災

の
意
味
や
震
災
に
お
け
る
江

名
・
永
崎
地
区
の
津
波
被
害

の
現
状
、津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

みんなで力を合わせて 日頃の防災について考える タイル作りと彩色に挑戦

ピ

ク
ッ

ッ
ア

プ

小
名
浜

今年5月24日に永
崎集会所で行われ
た「地域交流会」
で挨拶をする田中
さん

懸命に守る江名小選手たち 水消火器で消火訓練をする参加者 秤屋さんの指導で制作する児童

永崎　林真理子
さん 永崎　坪井せつ子さん

ふ
る
さ
と
の

未
来
へ
向
け
て

江
名
中
学
校

防
災
学
習
に
取
り
組
む

下神白地区の復興と協調を目指して

田
中
清
隆
さ
ん

下
神
白
区

代
表
区
長
（
第
一
区
長
）

私たちのふるさとへの願い

放射線測定器でスクリーニング検
査を体験する生徒たち



　
まつりを通して感じる、地域の繋がり

NAKOSO

地域とともに生きる

勿　来

6

　
　
　
　
　

　震災の年は中止となった、なこそ夏ま
つり。翌年から再開しましたが、その後
は会場付近で河川堤防や児童施設の整
備が行われ、周辺の変化に対応しながら、
安全面に配慮して開催を続けてきました。
現在は相双地区のみなさんやサンバパ
レードの披露も加わり、一層の賑わいと
華やかさを見せています。
　このまつりは、普段それぞれ活動して
いる方々が、ひとつになって作り上げて
います。そんな「つながり」を大切に、み
んなが企画や清掃に協力することで、良
さや楽しさが伝わればと思います。

　
市
民
と
双
葉
郡
な
ど
か
ら

の
避
難
者
と
が
交
流
す
る
場

と
し
て
、
鮫
川
河
川
敷
公
園
内

に「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
交
流
広
場
」が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
コ
ー
ス（
36
ホ
ー
ル
）が
設

け
ら
れ
た
既
存
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
に
、１
コ
ー
ス（
９
ホ
ー
ル
）

を
増
設
。今
後
は
、
芝
生
の
養

生
が
進
み
次
第
、
供
用
開
始
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
存
駐
車
場
の
再
整

備
と
と
も
に
、
合
わ
せ
て
１
８

２
台
分
の
駐
車
場
が
新
た
に
整

備
さ
れ
た
ほ
か
、東
屋
や
ベ
ン
チ

も
設
置
さ
れ
、
７
月
か
ら
利
用

可
能
と
な
って
い
ま
す
。

　7月9日、第8回植田七夕
まつりが、ホテルアクセスお
よび植田第二公園で行われ
ました。屋台や縁日コーナー
などが設けられ、多くの子ど
もたちで賑わいました。

　7月17日、なこその希望プ
ロジェクト「自画像ワークシ
ョップ」を勿来市民会館で
実施。作品は岩間町防災緑
地に建設予定のタイムカプ
セルに収められます。

　7月8・9日、「海フェス
2017 in Nakoso Beach」
の前夜祭とライフセービング
体験が勿来海岸で開催。参
加者は安全に楽しく海で遊
ぶための心得を学びました。

あ
ず
ま
や

ふ
る
さ
と
の

未
来
へ
向
け
て近隣住民とのワークショップを経て整備さ

れた「コミュニティ交流広場」

短冊に願いを込めて… 海を知り、海と触れ合う

笹竹に短冊を飾り付ける子どもたち ニッパーボードを体験する児童

新
た
な
憩
い
の
場
が
完
成

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
広
場
」

鈴
木
修
一
郎
さ
ん

な
こ
そ
夏
ま
つ
り

実
行
委
員
長

自画像で伝える今の自分

好きな画材を使って自画像を制作

ピ

ク
ッ

ッ
ア

プ

勿
来

なこそ復興プロ
ジェクト 塚原麻美

さん 吉田家具店 吉田雄一郎さん

私たちのふるさとへの願い

7月22日に開催され
た同まつりで、いわ
きおどりのスタート
宣言をする鈴木実行
委員長（写真中央／
P7に関連記事）



７

バナナボートを楽しむ参加者

　７月15日、江名区集会
所などに飾るための七夕
飾り作りが、江名女性の
会により同地区の公民
館で行われました。

　7月29・30日、アクア
マリンパークでおなはま
海遊祭が開催されまし
た。キッズボートやバナ
ナボートの乗船体験など
が行われ、大勢の来場
者で賑わいました。

ふるさと
　　ダイアリ

ー

最高潮！勿来
の夏

久之浜・
大久

小名浜

四　倉

平

まちのオアシ
ス再オープン

地域伝統の水掛け祭りを再現 会場内にフラおじさんも登場

　7月15日、薄磯交流多目的広場で海まち・とよ
ま市民会議主催の「海まち・とよまパークフェス」
が開催されました。飲食、雑貨などのショップが
軒を連ね、イベントブースではダンスや市内アー
ティストのライブのほか、沼ノ内の水掛け祭りも
再現。地域を巡る周遊バスツアーも大盛況でした。

　7月8日、四倉第一幼稚園で夏まつりが開かれ、
園児たちは園庭で神輿を担いだ後、ダンボール迷
路や輪投げ、くじ引きなどで遊びました。
　また7月14日には、四倉保育所の夏まつりも行
われ、園児たちが盆踊りをしたり、駄菓子やかき
氷などの出店で買い物を楽しんだりしました。

勿　来

七夕飾りを作るみなさん
賑わう小名浜の夏

一番人気のスマートボールすくい

7月21日、久之浜保育
所で夏祭りが行われまし
た。近所の子どもたちも
訪れ、一緒に盆踊りをし
たり、屋台でスマートボ
ールすくいをしたりして
楽しみました。

親子3代揃って一緒にお買い物

久之浜保育所夏祭り

趣向を凝らしたいわきおどり

子どもたちも参加し、オープニングを飾ったサンバパレード

大輪の花が咲いた夏の夜空

　7月22日、なこそ夏まつりが開催されました。植
田パティオ通りでは「G.R.E.S.仲見世バルバロス」
のみなさんが、華麗なサンバパレードを披露。その
後、第35回いわきおどり勿来大会と、第21回なこ
そ鮫川花火大会が行われ、賑わいを見せました。

初めてのパー
クフェス

幼稚園と保育
所で夏まつり

願いを込めて
七夕飾り

元気に神輿を担ぐ園児たち夏まつりを楽しむ親子連れ

　7月15日、浜風商店街
で営業していた駄菓子
屋「あかもの屋」が北町
に再オープン。駄菓子を
眺めながら、子どもの頃
を懐かしむ親子の姿が
見られました。

四倉保育所 四倉第一幼稚園



マークのある記事にスマホやタブレットを
かざすと動画が見られます!（見方はP8）ふるさとだよりの記事が動画で!!

表紙から
Message

各地区トピックス

82 0 17
August
No.75

平成29年8月20日発行（毎月1回20日発行）

ふるさとたより
久之浜・大久、四倉、平、小名浜、勿来

動画の見方

①アプリを
ダウンロード

②アプリを立ち上げ、パンダマー
　クのある写真にスマホをかざす。
③自動的にスキャンが始まる。
④認識されたら、動画を再生。

※画像に光が反
射しないように
スキャンしてく
ださい !

No.
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平成29年
8月20日
発行
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ふ
る
さ
とた

よ
り

空き家の実態調査　実施について

豊間獅子祭典
【宵祭り】
日時／8月26日(土) 19:00
【本祭り】
日時／8月27日(日) 10:00
場所／豊間諏訪神社境内

　市では、空き家の適正な維持管理や利活用に向
けた各種対策を講じるため、今年8月から平成31年
度までの3ヵ年にわたり、実態調査を実施します。
　調査は、市街化区域などの家屋が密集する地区
を優先して実施する予定。市から委託された調査員
が、近隣にお住まいの方々に、空き家と思われる住
宅や店舗などについての情報を伺うことがあります
ので、ご協力をお願いします。

◆対象
市内全域の空き家と思われる住宅や店舗など

◆内容
外観調査や写真撮影、所有者調査
※居住や使用の有無を確認するため、玄関先や呼
　び鈴の位置まで調査員が立ち入ることがあります。
※調査員は市発行の証明書を携帯しており、金銭の
　要求や物品の販売を行うことは一切ありません。

　また7月22日には、LATOV6階の産業創造館で、
空き家と住まいの相談会が行われました。相談会に
ついては、今後も定期的に開催される予定です。

【問い合わせ】
市住まい政策課　☎0246－22－1178

復興支援フォーラムの開催

お知らせ

江名獅子祭
【宵祭り】
日時／8月26日(土) 19:00
場所／江名諏訪神社・江名
　　　魚市場
【本祭り】
日時／8月27日(日) 8:00
場所／江名・折戸地区内

住まいと暮らしの再建
相談会

日時／9月24日(日)　　
　①10:00 
　②13:00
　③15:00 (各90分程度)
場所／市文化センター
定員／9組(各時間3組)

　

　江戸時代中期、幕府は外国船を監視するために、
沿岸の諸藩に遠見番所を設置させました。磐城平
藩も、現在の三崎公園がある高台に三崎遠見番所
を設けました。この設備は、設置した内藤家が延岡
に移った後に廃止されましたが、昭和3年5月、その
跡地に旧小名浜町が「綱取埼灯竿」を建てました。
26年に鉄筋コンクリート造りの「綱取灯台」に建て
替えられ、昭和30年から
現在の名称になりました。
　県内の灯台では、平
薄磯にある塩屋埼灯台
の次に古く、海面からの
高さは35ｍ、地上からの
高さは10ｍ。震災で生じ
た亀裂の復旧工事の間
も光を灯し続けて、沖合
いを行き来する漁船な
どを見守っています。

とうかん

ばんどころ

県内で2番目に古い番所灯台

Part.21なるほど！いわきの歴史コーナープチ講座

ふるさとPICK UP

 ふるさと伝言板

大河内さんによる薄磯団地の自
治会活動報告

さまざまな意見や課題が出され
たトークセッション

◆お申し込みは開催日の3日
　前まで。
【問い合わせ】市ふるさと再生課
　☎0246-22-7437

　7月19日、特定非営利活動法人みんぷくによる
復興支援フォーラムが、いわき産業創造館で開か
れました。
　第1部では、薄磯団地の大河内義男前自治会長
やみんぷく担当者による復興・災害公営住宅にお
ける自治会の活動報告。第2部では、本市、富岡・
大熊・双葉・浪江各町の社会福祉協議会職員を交
えてのトークセッションが行われました。発言者
からは、各団地における住民の交流活動の報告の
ほか、入居者の連携強化に向けた方策や、高齢の
方に対する配慮などの課題についても話し合われ
ました。

　７月15日、薄磯海水浴場で震災後
初の海開き式が行われました。市内

で

は勿来、四倉に次いで７年ぶりの再
開。式典に先立ち地元高校生約10

0名

によるフラが披露され、海開きに花
を添えました。写真は平沼ノ内の大

平さ

ん・岩下さん一家。「慣れ親しんだ
海は最高」と、とてもうれしそうで

した。

７
年
ぶ
り
に
戻
っ
た
夏
風
景

　
　
　
　
　
　
　
薄
磯
で
海
開
き
　

７
年
ぶ
り
に
戻
っ
た
夏
風
景

　
　
　
　
　
　
　
薄
磯
で
海
開
き
　

田之網三嶋神社例大祭田之網三嶋神社例大祭 今年もねぶたが練り歩く今年もねぶたが練り歩く 防犯球技大会開催！防犯球技大会開催！ 勿来海岸で「海フェス」勿来海岸で「海フェス」勿来

平

小名浜久之浜
大久

四倉

７年ぶりに戻った夏風景・薄磯で海開き７年ぶりに戻った夏風景・薄磯で海開き

太平洋を見下ろす岬に建ち、
航行の安全を守る番所灯台
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